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【はじめに】近年、転倒によるけがの後遺症で寝たきりになる高齢者の増加が問題になって

いる。高齢者の転倒は、歩き方による原因が大きいとされている。そこで歩行時に足裏にか

かる圧力を解析して正しい歩行姿勢を教えるリアルタイムシステムがあれば、バイオフィ

ードバックによりリハビリが可能となる。本システム開発に向け本研究では、歩行時の足裏

の圧力分布を連続的に計測可能なシート型フレキシブル圧力センサの開発を行った。 

【作製方法】デバイスの断面図を図 1a-1 に示す。まず PET フィルム上にインクジェットプ

リンタを用いて Ag配線を施した。次に綿布にメッシュ状の穴を形成し、導電性布と銀配線

間のスペーサーとした。最後に導電性布、スペーサー、Ag 配線 PET フィルムを貼り合わせ

た。再現性を確保するため、導電性布上部にシリコンゴム及び PET フィルムを接着させた。 

【実験結果】センサの動作原理について説明する。平常時では、導電布と Ag インクが、ス

ペーサーにより隔たれており、センサは導通しない(図 1a-1)。しかし、圧力印加時は、導電

布がスペーサーの穴に押し込まれることで銀インクと接触しセンサは導通する(図 1a-2)。こ

の時の抵抗変化を利用し圧力を計測する。図 1b に圧力印加時の抵抗変化の結果を示す。結

果から、印加圧力の増加に伴い抵抗

が減少し、繰り返し測定に対するヒ

ステリシスは小さいことが分かっ

た。図 1c にサイクルテスト（試行回

数 10000 回以上、印加圧力~19.5 kPa）

の結果を示す。この結果から本セン

サは高い耐久性と信頼性を備えてい

ることが分かった。 

【まとめ】本研究では Agインクと導

電布を用いたシート型フレキシブル

圧力センサの開発を行った。本セン

サはヒステリシスが小さく高い安定

性を持つことが分かった。 
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Fig. 1 (a)Schematic of cross-sectional device. (b) Resistance 
change as a function of applied pressure. (c) Real-time 
cycle test. 
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